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国際物流強靭化推進ワーキング
～しなやか、を強さと力に～

製造業×ソリューションベンダー企業
⇒国際物流強靭化の現実解へ！

本ワーキングでは、製造業として事業の持続性と競争力を高めるために、国際物流の
強靭化に向けて、関係者間で取組み等の共有および協調・連携すべき事項等に関する
検討、検証、実証を行い、その結果を普及することにより、我が国の持続可能な国際競
争力強化を物流、ロジスティクスの側面から貢献することを目的とした活動を推進します。

(株)イシダ、江崎グリコ(株)、キユーピー(株)、(株)クボタ、シスメックス(株)、ソニー(株) ※、ダイキン工業（株)、
ネスレ日本(株)、パナソニックオペレーショナルエクセレンス(株)、ブラザーインターナショナル(株)、
本田技研工業(株)、ヤマハ(株)、(株)リコー

【研究会の活動内容の例示】

【 会 期 と 会 合 】

ワークＡ「個社として国際物流力強化」×ワークＢ「我が国サプライチェーン強化」の両輪で実現する！

【準備会合参画企業 13社・社名50音順】

※集合型会場：当会の会議室（東京都港区）他/
オンライン型 ：ZOOMを使用

２０２２年１０月～２０２３年３月
月例会合（６回開催予定）

ワーク

B
ワーク

A
個社の強靭化 国の強靭化

◆協調・連携に向けた施策検討両
輪

◆個社として“国際物流力”をつける ◆我が国産業としても力をつける

１)各社の「物流の概観と特徴」を知る
２)各社のQCDの強みと弱みの共有
(1)国際物流プロセスとコストの把握
①国内輸送や転送
②仕向地毎の把握
③収集と集計の仕組み化
④デジタル化/デジタイゼーション
⑤社内連携/デジタライゼーション
例：生産計画→出荷計画→船積計画

→コンテナトレース情報の共有

(2)貿易業務の可視化とデジタル化
①入札②契約（≠従来型モデル）
③ブッキング④トラッキング
⑤決済⑥デジタル化、パートナーへ拡張
(3)各物流機能×QCDの問題と改善
①輸送／販売物流（国内・海外販社）
・輸送効率化手法等の導入と定着 等
②包装 ③保管・荷役 ④流通加工
⑤デジタル化およびシステム化

・共同保管、共同輸送の検討
※国内CRUや第3国での実施検討
※海外特定エリア共同物流の検討

・貿易、決済等の関連業務の連携型
プラットフォームの検討

・我が国港湾の国際競争力再生に向けた検討
※物流インフラ強化とアジアハブ機能強化に

向けた韓国（仁川＆釜山）のベンチマーク
・競争優位のロードマップ検討
→日本発基幹航路の直行便増強

・競争力強化の複合一貫輸送の実現

◆人財の能力要件、スキルマップとキャリアパス事例等

◆関係の各省や自治体、団体等との連携

※活動内容等は、以下の「準備会合参画企業」により検討

【 開 催 形 式 】

原則は集合形式、オンラインも併用

※詳細日程は、追ってご案内いたします。

※三井倉庫サプライチェーンソリューション(株)



2022年度
国際物流強靭化推進ワーキング

開催日：2022年10月～23年3月

フリガナ
会社名
事業所名

□ 協会会員

□ 会員外

参加料のお支払いが開催後になる場合は明記ください。

支払予定日： 月 日 予定

参

加

者

フリガナ

氏名

所属・
役職名

所在地：〒 ー TEL. － －

都道
府県

FAX. － －

e-mail.

協会への連絡事項 受付日 請求日 請求書NO

個人情報の取り扱いについて
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は、当協会のプライバシーポリシー（http://www.logistics.or.jp/privacy.html）をご覧ください。
なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本講座に関する確認・連絡・受講者名簿の作成および当協会主催の関連催し物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。

■ 参 加 申 込 方 法 ■■ 参 加 資 格 ・ 参 加 料 ■

■オンライン事業へのご参加にあたり■
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会（以下「主催者」という）が定める「JILSオンライン研修受講にあたってご了承いただきたいこと」
(URL：https://bit.ly/346E1Ag )と、以下の事項の内容をお読みいただき、内容についてご理解、ご承諾のうえお申込みください。
●本ワーキングの参加者は申込時に登録した参加者に限定し、1人1台のデバイスでご参加ください。
●参加者に起因する事由により通信が中断した場合は、主催者は責任を負わないものとします。
●オンライン事業の録画、録音、撮影は禁止します。
●参加者により運営を妨げるおそれのある行為がある場合、対象者の参加を中止させることがあります。
※諸事情により、「JILS オンライン研修受講にあたってご了承いただきたいこと」の内容等を変更する場合があります。
※集合型開催時における新型コロナウイルス感染リスクの低減対策については『セミナー・講座・講演会等集合型事業開催における新型コロナウイルス感染リスクの低減
対策について』 (URL：https://www1.logistics.or.jp/Portals/0/pdf/jils-coronataiou.pdf)をご参照ください。

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 業務管理部
東京都港区海岸1-15-1 スズエベイディアム3階
E-Mail：customer@logistics.or.jp
※参加申込をキャンセルする場合は事前に問い合わせ先にお申し出ください。

ト ッ プ 研 究 会 ・ 見 学 会 登録制研究会

【キャンセル規定】
第1回会合開催７日前～前々 日（開催日初日を含まず起算）・・・参加料（消費税を除く）の３０％
第1回会合開催前日および当日 ・・・参加料（原則として消費税を除く）の全額

参 加 申 込 書 参加申込FAX 03 ‐ 3436 ‐ 3 1 90

■参加資格
・製造業ののSCM・ロジスティクス・物流部門、事業部門等の管理者
・製造業メンバーに解決策を提案できるソリューションベンダー等の企業
■参 加 料
・製造業
JILS会 員： ６６，０００円（消費税込）／１名・年間登録
JILS会員外：１３６，０００円（消費税込）／１名・年間登録
・ソリューション企業（ソリューション内容等によって、お断りすることがあります）

JILS会 員：１９８，０００円（消費税込）／１名・年間登録
JILS会員外：２６８，０００円（消費税込）／１名・年間登録

■参加定員 ３０名（定員になり次第、締め切ります）

・WEB請求書で請求いたします。
・WEB請求書は原則として参加者のE-mail宛に送付いたします。
それ以外をご希望の方は、協会への連絡事項欄にご指示ください。
・WEB請求書が届き次第、指定の銀行口座にお振込みください。
・お支払いは、原則として開催前日までにお願いいたします。
（開催後になる場合は、参加申込書の支払予定日欄に明記してください。）
・振込手数料はお客様にてご負担願います。

■ 参 加 料 支 払 い 方 法 ■

WEBの場合
当協会ホームページの本プログラムのページよりお申し込みください。

※当協会のホームページは www1.logistics.or.jp または「JILS」で検索
FAXの場合
参加申込書に必要事項を明記のうえ、FAXにて事務局までお申し込みください。

■ 問 い 合 わ せ 先 ■

https://www1.logistics.or.jp/Portals/0/pdf/jils-coronataiou.pdf
mailto:customer@logistics.or.jp
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